
平成 27年度 活動計画 

Ⅰ 活動方針 

北海道小学校長会は，結成以来，北海道の小学校教育充実・発展のため，組織の総力を

傾注して研究と実践を積み重ねるとともに積極的な施策提言や要望活動を通し教育条件

の整備・充実に努め，多くの成果をあげてきた。 

今日，我が国は，知識基盤社会への新たな進展やグローバル化の進行とともに，世界に

類を見ない速さで進む少子高齢化の中にあり，先を見通すことが難しい時代を迎えている。

そのような激しい変化に対応し，持続可能な発展を実現できる社会への転換を図るために，

多様性を基調とした自立・協働・創造をキーワードとする生涯学習社会の実現が求められ

ている。教育においては，教育再生実行会議の提言や中央教育審議会の答申への対応等，

新たな時代の要請に応えるための教育改革のときを迎えている。 

こうした中，学校においては，校長の明確なビジョンと鋭い時代感覚の下，創意ある取

組と組織の活性化を図り，「生きる力」を育む教育課程の編成・実施・評価・改善に努めな

ければならない。また，きめ細かで質の高い指導の充実，地域全体での学びの促進などに

より，変化が激しく多様化が一層進行する社会を生き抜く実践的な力の育成が求められて

いる。さらに，東日本大震災に伴う継続的な被災地支援や防災教育の充実，いじめ・不登

校等の生徒指導，教職員の資質・能力の向上，子どもと向き合う時間の確保など，対応す

べき緊急かつ重要な課題が山積している。 

本会は，このような現状を深く認識し，北の大地から世界を見つめ，新しい社会の形成

に向けて挑戦する子どもを育む学校経営の推進を図るため，各地区校長会等との連携をよ

り一層強化し，全道的な取組を通して課題解決に努め，以て，道民の負託と信頼に応える

必要がある。そのために校長は，自らの使命を自覚し，権限と責任のもと，指導力を発揮

して，学校組織の活性化と教職員の資質・能力の向上に努め，活力ある学校づくりに全力

で取り組む。 

 

  これらのことを受け，本年度は，以下の活動を重点として推進する。  

 

１．愛情と信頼に基づく学校経営とその充実に努める。 

２．「生きる力」を育む教育課程の編成・実施・評価・改善に努める。 

３．児童理解を深め，時代の変化に即した生徒指導や特別支援教育の組織的な推進に努

める。 

４．『北の大地から世界を見つめ，新しい社会の形成に向けて挑戦する子どもを育む』研

究活動を推進し，研究成果の交流を図るとともに校長自らの研鑽に努める。 

５．教職員の資質・能力の総合的な向上に努める。 

６．本道教育をめぐる教育諸条件を把握し，その改善と整備・充実に努める。 

７．教職員の処遇の改善に努める。 

８．教職員の福利厚生施策の充実に努める。 

９．北海道小学校長会の組織の強化と活動の充実に努める。 



 

Ⅱ 活動内容 

１．愛情と信頼に基づく学校経営とその充実に努める。 

①学校の自主性・自律性の確立と地域とともにある学校づくりを推進するための創意あ  

る教育活動の展開を目指す取組 

②法令遵守の徹底や服務規律の厳正な確保など，学校経営に関わる諸問題への迅速で的 

確な取組 

 

 ２．「生きる力」を育む教育課程の編成・実施・評価・改善に努める。 

  ①基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とその活用による思考力・判断力・表現力

の育成を図る教育の展開 

②学習意欲の向上や学習習慣の確立を図る教育の展開 

③豊かな心を育む教育の推進と道徳教育の充実 

④健やかな体の育成と学校の安全に関する教育の推進  

 

 ３．児童理解を深め，時代の変化に即した生徒指導や特別支援教育の組織的な推進に努め

る。 

  ①「心の教育」の一層の重視と，いじめ・不登校など生徒指導上の課題の解決に向けた 

取組 

  ②特別支援教育の充実と課題の解決へ向けた取組 

  ③学校・家庭・地域・関係諸機関及び異校種間の連携による生徒指導・特別支援教育の 

取組 

 

 ４ .『北の大地から世界を見つめ新しい社会の形成に向けて挑戦する子どもを育む』研究

活動を推進し，研究成果の交流を図るとともに，校長自らの研鑽に努める。 

  ①副主題に基づく研究の深化と時代の潮流に即応した研究課題の究明   

  ②各地区研究の特色を生かした研究成果の積極的な交流  

  ③第 58 回北海道小学校長会教育研究十勝大会の開催，研究課題の究明  

 

 ５. 教職員の資質・能力の総合的な向上に努める。 

  ①現職教職員研修の充実強化と体系化                                        

    (初任段階教員研修・10 年経験者研修制度の条件整備と研修内容の充実) 

  ②研修費，旅費等の一層の充実と運用の弾力化      

 

 ６．本道教育をめぐる教育諸条件を把握し，その改善と整備・充実に努める。 

  ①公立小・中学校教職員定数の計画的・継続的な改善 

  ②「生きぬく力」を育むため，本道の実情に即した道独自の施策としての教職員配置の 

推進と拡充 

  ③副校長等の新たな配置・主幹教諭の配置の拡大による学校組織体制の充実 



 

  ④教科書の無償給与制度の堅持 

  ⑤学習指導要領の趣旨に沿った施設・設備・人的措置等の整備・充実 

  ⑥児童の安全確保・防災対策のための施設・設備、人的配置や安全体制の整備・充実 

  ⑦特別支援教育の充実と，通常の学級における特別支援教育支援員の積極的な配置など 

の条件整備 

  ⑧本道の特殊性を勘案したへき地校・小規模校教育充実のための条件整備 

  ⑨学校教職員の資質・能力の向上と組織の活性化を目的とする評価制度推進に関わる研 

修の実施と充実 

  ⑩教育局と市町村教委との効果的な連携によるに地域教育の充実 

  ⑪子どもと向き合う時間の確保に向けての取組の充実 

  ⑫教員免許更新制に関わる本道の実情に即した対応の整備・充実 

    

 ７. 教職員の処遇の改善に努める。   

  ①教職員の専門性に見合う給与体系への改善と人事院制度の維持 

  ②管理職の待遇改善 

③職責に見合う退職時の処遇の充実 

  ④寒冷地手当実施基準の見直し 

  ⑤事務職員・学校栄養職員の待遇改善及び栄養教諭への登用 

  ⑥学校栄養職員の栄養教諭への登用，及び全校配置の促進 

  ⑦校長の経営能力を生かした管理職再任用制度の確立と退職教職員に対する再就職の

ための条件整備 

  ⑧休憩時間に関する制度の適切な運用が図られるような条件整備 

  ⑨義務教育費国庫負担制度と人材確保法の堅持 

  ⑩広域人事の実施要領に基づく円滑な推進 

  ⑪公立小中学校管理職の他管交流の検証と条件整備 

 

 ８. 教職員の福利厚生施策の充実に努める。 

  ①共済組合事業内容の充実と各種検診事業の周知 

  ②一般財団法人北海道公立学校教職員互助会事業内容の充実 

  ③年金制度の周知と退職後の医療保険制度の充実・改善 

 

 ９. 北海道小学校長会の組織の強化と活動の充実に努める。 

  ①各地区校長会・北海道中学校長会との連携強化 

  ②北海道小学校長会の体制の充実と各部の一層の連携と活動の充実 

  ③関係機関や他団体との連携強化 

  ④将来的な展望を見据えた北海道小学校長会の組織体制の検討 

 

 


